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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・第7回院内研修会の出欠表が掲示されているので、各自で確認し、間違いがある場合には、12/24（日）までにSGMを通して連絡すること。
・八戸赤十字病院認定看護師の会　オープンセミナー

　日時：1/20（土）　13:30～15:00　　　　場所：八戸赤十字病院　2階　日赤ホール

　テーマ:認知症のせん妄対応について　　　
　定員：30名程度　　　　参加費：無料

※参加申し込みは佐々木AOMまで（1/12（金）が日赤病院の締め切り）

・インフルエンザの予防接種について

　※ワクチンが不足しているため、12/25（月）以降に変更となる場合もある。
・防災点検にて、2階洗濯室・個室のドアを開けているが、障害物となるので、閉めてはどうかとの意見あり⇒閉めても支障がないので、閉めることとする。

・井水ポンプのトラブルについて
　青風荘入り口裏側から異音が聞こえてきたら、トイレや浴室の水が出るか確認し、出ない時には、庶務へ連絡すること。

・LCPみさわクリスマスイルミネーションについて

　日時：12/23（土）～25（月）17：00～21：00（点灯時）
　場所：LCPみさわふれあい広場
　※駐車スペースが限られているので、来場の際には乗合いなどで来場のこと。

・1月の会議・委員会の予定の変更について、各自で確認しておくこと。

・法人忘年会について

　日時：12/25（月）　18：30～21：00　　場所：八戸プラザホテル　2階

・納会について

　日時：12/30（土）　　納会→17：15～17：50　　懇親会→17：50～18：40

　場所：メンタルケア病棟　3階　　会議室・ホール

※当日、出勤の職員は17：15～の納会へ必ず参加すること。（時間厳守）

・新年互礼会について

日時：1/4（木）　17：30～19：00　場所：ここりの郷（古民家）

※当日、出勤の職員は挨拶をしてから帰ること。

・浜辺信明様の医療観察法によるケア会議について（12/20（水）慶長JGM出席）

　内容：青山荘退所後の生活の場として、グループホームの体験利用を行ったが、本人の行動や態度についてのクレームがかなりあり、本人も頑張っているが、問題点をどの程度把握しているかは不明。青山荘の入所期間は2年となっているが、1年延長し、周辺のグループホームの体験利用も行い、進めていく。グループホームあおば以外に、東北町のあさひ（以前見学済み）も検討中。

・小嶋SGMが不在中に、担当利用者様が来所した際には、疾患別診療計画書が用意してあるので、利用者様に説明し、サインをもらうこと。

・田中一様の忘薬対策について
　うみねこ幸房利用日（月・木）は昼食後薬の確認をうみねこ幸房で行っていく。チェック表を本人が持参し、サインをもらう。また、グループホーム世話人に、朝のチェック状況を確認する。忘薬時の対応について、本人に主治医からの指示があるのか尋ねたところ、特に指示はないとのことなので、主治医に確認するよう促していく。
＜提出物＞
・12月月報：1/4（木）までに作成すること。
・疾患別診療計画書～1/1付けで作成し、本人のサインをもらい、1/9（火）までにアップロードすること。

　※今回は医師の評価は必要ない。ただし、新規利用者で週4～5回利用しており、一度も医師の評価をもらっていない場合には医師の評価も必要となる。

対象者：上川原豊様、竹洞聡様

※作成する際に、担当スタッフ名を間違えないこと、既往歴を合併症に修正して記載すること、内容について症状・病識・服薬状況・病状の安定性など治療に関することは必ず記載すること。

＜利用者様情報＞

デイケア

・曽我　泰庸　様～昨日ナイトケアの時間に訪問看護五福より情報提供があり、訪問時に服薬状況を確認したところ殆ど服用できておらず残薬があったとのこと。本日、服薬管理方法や服用状況を尋ねると、「分からない」と首を傾げるだけである。管理方法について提案するが、返事はない。本日の昼食後薬を服用したか確認すると、「分からない」と答えるため、いつも胸ポケットに入っていることを声掛けすると、取り出して直ぐに服用している。今後も、デイケア来所時には確実な服薬を行えるよう関わっていく。
・若松　邦生　様～特定相談員森氏より情報提供があり、今後就労支援A型事業所利用が決まっているが、本人希望で当面の間（1月末までの予定）は事業所には週3日（月・水・金）、デイケアには週2日（火・木）通所したいと希望がある。担当医より就労したらデイケアは終了するようにも言われているが、デイケアをストレス発散・気分転換できる場として今後も利用したいと希望しているとのこと。ケアプランを上記のように立てていく予定となっている。
・田端　香織　様～来所すると直ぐに「母から通所にきたら直ぐに飲んでもいいって許可をもらっているので、背中が痛いのでカロナールを飲んでいいですか？」と確認にくる。もう少し様子を見るよう促すと、一旦は了承してプログラムに参加しているが、直ぐに不調を訴え静養室で休んでいる。少し休むと、再びスタッフに同じことを繰り返し確認にくるため、その都度対応している。対応に対して直ぐに服用できないことへのイライラ感や痛みの増強の訴えはない。空腹時の服用は勧められないので昼食後に飲むことを促すと、了承し昼食後にスタッフに確認してから服用している。別な用件で母様から通所に電話があった際、この件を伝え了承を得ている。
・平　　京子　様～デイケアを月～金曜日まで利用しているが、毎週水曜日に休みたいと医師に相談し、了解を得ている。医師からデイケアのスタッフと話しをするよう指示があり、本日、本人と担当スタッフが面談を実施している。本人は、「水曜日はシーツとか大きいものを洗濯するから、私忙しんですよ」と休みたい理由を話している。土日の休日に洗濯できないか尋ねるが、「できない」と答え、拘りが強い様子が窺える。来週から休むと話す他、「月末は銀行に行って家賃の支払いがあるから休みます」と、今までも休んでいることを変えられないようなことを話している。用事を休みの日に済ますことができないか伝えるが「できません」と答えている。次回の受診で医師に上記内容を伝えると話している。

・鈴木　知子　様～朝、本人より電話連絡あり、行きたくないとのことでデイケアを欠席している。

・大下　伸治　様～運動療法に参加していないため声を掛けると、「体がだるいんだよ」と、体をダラーっと伸ばして座っている。運動以外のプログラムは参加しており、午後に体調を確認すると、「スミルスティックを（両腿と両肩に）塗ったから良くなった」と表情良く話している。就労プログラムでは、今年の感想と来年に向けた目標を話す場面があり、「健康で過ごしたいです」と発表している。就労に向けて健康管理を行い、不調時の対処ができるようになることを伝えている。
デイナイトケア
・鈴木　真知子様～本日は、冴えない表情見られており、「なんかパッとしない」と話している。プログラムに参加しないため、声掛けすると参加するが途中退席している。呼び鈴がなり、スタッフが浴室に行く間に、無断で2Fから階段を降りている。追いかけて呼び止めるが1Fの扉を開けている。促しにて2Fへ戻っており、理由を聞くと「家に帰りたい」「もうすぐお正月だし・・」と話している。話を傾聴することで、「外は寒いですよね」と話し、その場では落ち着いている。その後のプログラムでは、「計算は出来ない」と話し、椅子に座って険しい顔で閉眼している。階段を頻回に降りようとしており、外出要求が聞かれている。上記内容を青風荘へ情報提供し、今後も所在確認を徹底していく。
・倉石　ヨシエ様～青風荘より情報提供があり、先日、右側鎖骨骨折したため、昨日の夕食時右手をかばって味噌汁をこぼしていたとのこと。今朝は、朝食前に部屋に戻っているため、スタッフが訪室すると、ベットに篭りしかめ顔見られていたとのこと。通所したくない様子が窺えており、スタッフの促しにて来所している。本日は、来所すると「おはようございます」と挨拶し、以後テーブルに伏しているか、座って過ごしている。運動プログラム以外は参加することが出来ており、時折、右側鎖骨部が痛いと話している。今後、無理せず可能な範囲でプログラムへ参加するよう伝えている。
・古舘　正行　様～12/20（水）の午後の座学プログラムにていびきをかいて眠っており、スタッフが声掛けすると一時的に目を開けているがすぐに居眠りしている。その後の運動療法では、始まるとすぐに床に座り込むことがあり、プログラムに集中出来ていない様子が窺える。疎通は良好で、日課は自主的に行うことが出来ている。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も様子を観察していく。本日は午前のプログラムでは居眠りなく参加している。

・馬渡　武光　様～明日のクリスマス会で、ケーキの生クリームを食べすぎると、下痢をするのであクリームは薄くつけて欲しいと話している。
・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、リントン錠がコントミン糖衣錠に変更となり、レスプレン錠が止めになっているとのこと。本日、他メンバーに対応しているスタッフの後ろから入院について話し掛けており、対応中であることを説明し、プログラム中であることを伝えると、プログラムに戻っている。時間をおいて、また入院に関する話をしており、日課の時間は守るようにして、相談したいときには、時間を決めて話を聞くことを伝えている。
ナイトケア
・村上　元道　様～一昨日面接の練習をしていて眠れなかったとの話があり、昨日来所時に睡眠状況を質問している。「帰ってからちゃんと眠れたから大丈夫」とのことで、睡眠は問題なく、体調不良は特にないとのこと。あまり気負いすぎず、体調や生活リズムを崩さないように準備を行うよう促すと「大丈夫、そうするから」と話している。ナイトケアでは居眠りをすることや眠そうにしていることはなく、スタッフや男性利用者と交流しながら穏やかに過ごしている。
・八木橋　牧雄様～一昨日、活気のない様子が見られていたが、昨日は活気のなさは見られていない。今後も様子を見つつ、不調時には無理せず相談するよう伝えると「わかった」と話している。
＜青陽館クリスマス会について＞

　タイムスケジュールと役割分担、日課の確認を行う。

　開会式挨拶：デイナイトケア　稲垣ふき様　　閉会式挨拶：デイケア　佐羽内裕亮様

　入浴は1ヶ所とし、1階で午前中から行う。

